
 

 

 

頁 NO ｷｰﾜｰﾄﾞ 都市名 概要 

1 1 自 然 環 境

保全・活用 

座間市 自然環境の保全・育成に関する取組 

3 2 公 園 再 整

備 

世田谷区 住民の自主創造による魅力ある公園の再整備 

4 3 公 共 空 間

再利用 

篠山市 既存公共空間を有効活用した魅力ある交流拠点再整

備 

5 4 中心拠点 出雲市 中心市街地の子育て支援・高齢者交流機能の強化 

6 5 佐野市 中心部の空きビルを福祉施設として活用 

7 6 まちなか居

住 

富山市 まちなか居住支援 

9 7 空 き 屋 対

策 

鎌倉市 空き家・空き店舗等の情報登録・斡旋等 

10 8 交通対策 全国各地 ソフト交通規制による人にやさしいみちづくり 

 

 

【参考資料】参考事例集 
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【事例】自然環境の保全・育成に関する取組 （神奈川県 座間市）  

 

■座間谷戸山公園 

 

 

 

 里山の風情が残され、まとまりのある樹林地や湿原地から構成されており、自然とふれあい観察のできる

「自然生態観察公園（アーバンエコロジーパーク）」（風致公園）として、保全・整備。開設面積30.6ha。 

 公園内を３つのゾーンに分け、自然環境に配慮した整備が行われている。 

 

 運営・管理の基本方針。 
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 運営・管理の指針 

・公園をエリア区分し、エリア別の目標環境と環境管理方針に基づき、保全・整備等を行っている。 

 維持・管理体制等 

・ (財)神奈川県公園協会県立座間谷戸山公園を事務局とした運営会議が開催されている。 

・ 運営会議は、座間谷戸山公園の存在意識である、里山としての貴重な緑や多彩な動植物を保全

し、自然生態観察公園としてふさわしい谷戸山公園の管理運営や利用のあり方を協議し、かつ、行

動することを目的として設立された。 

・ 運営会議では、市民の自然保護団体や野鳥の会、自然観察指導員、大学生など、各方面のボラン

ティアが中心となって、公園の活動方針を協議しており、この会議で協議された方針を基に、「落ち

葉かきや池さらい等の里山保全活動」、「四季折々の自然や野鳥を観察する自然観察活動」、さら

には田植えから稲刈り、そして収穫までを県民参加で行い、収穫した餅米を使って餅つきを行う「米

作り収穫祭」など、恒例となっているイベントを協働して実施している。 

 ボランティアによる取組 

・ 基本的な公園の運営管理は、(財)神奈川県公園協会が実施するが、動植物の生息・生育環境の維

持・調査、里山の諸活動（ふれあい・体験・学習）などについては、谷戸山運営会議を含めたボラン

ティア活動が欠かせないものとなっている。 

・ 市民参加の里山保全活動である「里山保全隊」は、参加無料、自由参加で月1 回、毎月第3土曜日

の午前10 時から開催している。主な活動は、下草刈り、外来植物の除草、落葉かき等である。 

・ このほかに、運営会議の会員である各種団体が、ボランティア活動を行っている。 
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【事例】住民の自主創造による魅力ある公園の再整備 （世田谷区）  

 

■ねこじゃらし公園  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ワークショップ形式により、設計段階から地域住民が参加し、街区公園をつくった。 

 住民参加により、みんなが納得できるプランになった。 

 公園やパブリック空間に対する愛着がわき、関心が高まった。 

 日常の管理も管理協定により、住民グループが実施。 



 4

【事例】既存公共空間を有効活用した魅力ある交流拠点再整備の取組み（兵庫県篠山市） 

 

■廃校が子供たちの夢のとりでに   

 
 

 中学校の廃校を契機に、グランドを「子供たちの夢のとりで」として整備・活用。 

 グラウンドは芝生広場やアート遊具が並ぶ「魔法の庭」に。 

 回転寿司風カウンターの上を玩具やワークシートが流れる「くるくるステーション」に。 

 世界の民族衣装を身に着けられる「世界の10歳」。 

 パンやピザなどかまどを使ったプログラムなど様々なワークショップも体験できる。 

 地元が主体となった利活用・運営方向の検討や、次世代を担う子供たちの定住環境づくりを重視した取

り組みを行っている。 
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【事例】中心市街地の子育て支援・高齢者交流機能強化の取組 （島根県出雲市）  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中心市街地活性化の一環として、空き店舗を活用した子育て支援施設「新町あかちゃんルーム」と高齢

者サロン「中町サロンよらっしゃい」を同時にオープン。 

 「新町あかちゃんルーム」は、保育士が常駐し、主に、０歳児のお子さんをお持ちの方々が、子育て相談

や親と子の触れ合い、親同士の交流、情報交換等を行う場。 

 「中町サロンよらっしゃい」は、高齢者の憩いの場として、出雲市慶人会と出雲市シルバー人材センター

が運営をしている。 

 野菜の販売、手芸教室、刃物砥ぎと手芸品の販売、生花、踊りの練習場など多彩なイベントを実施して

おり、無料休憩所や囲碁や将棋の場としても、自由に利用可能。 

 多くの人でにぎわい、地域のコミュニティ増進の有効な場となっている。 
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【事例】中心部の空きビルを福祉施設として活用する取組 （栃木県佐野市） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 中心部のデパートが撤退して空ビルに。 

 空ビルを「介護対応型マンション」にコンバージョン。 

・ 隣接の町を中心に特別養護老人ホームや老人保健施設を運営していた医療法人が、この建物

を買取って再生した。 

・ かつての商業施設は、現在は１階には介護老人保健施設と診療所が入居し、２階～４階が介護

対応型マンション、５階は介護老人保健施設という構成になっている。 
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【事例】まちなか居住支援の取組（富山市） 

 

■まちなか居住推進事業 

～人口減少、超高齢化、中心部の活力停滞が進む「都心地区」の約４３６ha を補助対象区域として、まちなか

居住を積極的に支援している 
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【事例】空き家・空き店舗等の情報登録・斡旋等を行う取組 （鎌倉市） 
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【事例】ソフト交通規制による人にやさしいみちづくりの取組（全国各地） 

 

■様々なソフト交通規制のメニュー  

 

 

 

 
 

 

 

 その他の車両への注意喚起等の手法 

 

 車両の時間帯通行規制、一方通行規制、速度規制など 


